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学
科
別
で
は
み
ど
り
の
総

合
科
学
科
５４
人
、
商
経
社
会

総
合
学
科
６７
人
が
学
位
を
手

に
し
た
。
こ
の
中
に
は
中
国

黒
竜
江
省
農
業
職
業
技
術
学

院
か
ら
の
留
学
生
１１
人
が
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
本
学

の
卒
業
生
は
累
計
で
１
万
１

８
１
０
人
と
な
っ
た
。

式
典
で
は
、
寺
本
千
名
夫

学
長
か
ら
学
科
の
総
代
で
あ

る
嶋
な
つ
み
さ
ん
（
み
ど
り

の
総
合
科
学
科
・
北
海
道
滝

川
西
高
）
、
久
保
淳
介
さ
ん

（
商
経
社
会
総
合
学
科
・
北

海
道
帯
広
三
条
高
）
に
学
位

記
が
手
渡
さ
れ
た
。
引
き
続

き
、
学
長
賞
を
受
賞
し
た
６

人
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
た
。

寺
本
学
長
は
式
辞
で
「
こ

の
２
年
間
は
自
分
の
軌
道
を

持
ち
、
輝
き
始
め
る
最
初
の

ス
テ
ッ
プ
で

し
た
。
皆
さ

ん
は
毎
日
の

講
義
や
実
習

・
演
習
、
資

格
取
得
へ
の

挑
戦
、
ク
ラ

ブ
活
動
に
と

全
力
を
尽
く
し
た
と
思
い
ま

す
。
本
学
で
の
鍛
錬
は
間
違

い
な
く
こ
れ
か
ら
の
生
活
の

基
盤
に
な
り
ま
す
。
中
で
も

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
自
主
研
究

や
卒
業
研
究
に
お
い
て
、
自

ら
問
題
意
識
を
持
ち
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
研
究
は
、

社
会
人
と
し
て
必
要
と
さ
れ

る
判
断
力
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
専
修

大
学
の
目
指
す
『
社
会
知
性

の
開
発
』の
一
つ
の
形
で
す
。

進
学
す
る
人
た
ち
は
今
後
も

能
動
的
に
研
究
を
進
め
、
自

営
の
方
も
含
め
社
会
に
出
る

人
た
ち
は
自
ら
の
若
い
感
性

で
職
場
や
社
会
の
こ
と
を
考

え
て
行
動
し
、
社
会
に
貢
献

し
て
く
だ
さ
い
」
と
卒
業
生

へ
の
期
待
を
述
べ
た
。

来
賓
を
代
表
し
、
学
校
法

人
専
修
大
学
の
湯
浅
敏
明
常

務
理
事
、
美
唄
市
の
斎
藤
正

紀
副
市
長
、
専
修
大
学
校
友

会
の
甘
竹
秀
雄
会
長
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

引
き
続
き
在
学
生
代
表
・

笹
浪
聖
子
さ
ん
（
商
経
社
会

総
合
学
科
・
北
海
道
美
幌
農

業
高
）
の
贈
る
言
葉
が
あ

り
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
柴

田
実
可
子
さ
ん
（
み
ど
り
の

総
合
科
学
科
・
埼
玉
県
鳩
ケ

谷
高
）
が
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
力
強

く
誓
っ
た
。

ま
た
、
定
年
退
職
を
迎

え
、
卒
業
生
と
時
を
同
じ
く

し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
去
る
新

家
憲
前
学
長
（
み

ど
り
の
総
合
科
学

科
教
授
）
に
花
束

が
贈
ら
れ
た
。

式
終
了
後
、
学

科
ご
と
に
教
室
に

移
動
。
山
梨
光
訓

み
ど
り
の
総
合
科

学
科
長
、
森
山
軍

治
郎
商
経
社
会
総

合
学
科
長
か
ら
激

励
の
言
葉
と
学
位

記
が
贈
ら
れ
た
。

卒
業
生
た
ち
は
学

位
記
を
手
に
、
思
い
出
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
別
れ
を
告
げ
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

３
月
５
日
、
０９
年
度
の
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
卒
業
式
が
本
学
体
育
館
で

挙
行
さ
れ
、
多
く
の
父
母
や
来
賓
、
教
職
員
が
列
席
し
、
卒
業
生
た
ち
の
晴
れ
の

門
出
を
祝
福
し
た
。
今
年
度
は
２
学
科
合
わ
せ
て
１
２
１
人
が
短
期
大
学
士
の
学

位
を
授
与
さ
れ
、
学
窓
を
飛
び
立
っ
た
。

０９年度の学長賞は各学科から３人ずつ計６人が

受賞した。この賞は学術の分野において優れた成

果を残した学生に卒業に際して贈られるもの。

受賞者のプロフィールは次のとおり（所属ゼ

ミ、出身高校、進路の順）。

【
み
ど
り
の
総
合
科
学
科
】

久
保
崇
ゼ
ミ
、
秋
田
県
大
曲

農
業
高
∥
農
業
自
営

【
み
ど
り
の
総
合
科
学
科
】

溝
延
学
ゼ
ミ
、
福
島
県
葵
高

∥
農
業
自
営

【
み
ど
り
の
総
合
科
学
科
】

山
梨
光
訓
ゼ
ミ
、北
海
道
岩
見

沢
農
業
高
∥
岩
見
沢
市
役
所

▲ 学位記と卒業アルバムを

受け取る卒業生

【
商
経
社
会
総
合
学
科
】

高
木
秀
典
ゼ
ミ
、
千
葉
県
東

葉
高
∥
専
修
大
学
商
学
部
会

計
学
科

【
商
経
社
会
総
合
学
科
】

山
本
補
將
ゼ
ミ
、
岩
手
県
盛

岡
中
央
高
∥
専
修
大
学
経
済

学
部
経
済
学
科

【
商
経
社
会
総
合
学
科
】

日
高
文
夫
ゼ
ミ
、
北
海
道
帯

広
農
業
高

優
れ
た
成
績
を
収
め
た
体

育
系
の
団
体
、
個
人
を
た
た

え
る
「
０９
年
度
体
育
系
ク
ラ

ブ
表
彰
」
の
表
彰
式
が
２
月

５
日
、
１
３
４
教
室
で
行
わ

れ
た
。
今
年
度
は
３
団
体
１５

個
人
が
選
出
さ
れ
、
山
田
正

範
学
生
部
長
か
ら
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
た
。

団
体
で
は
北
海
道
学
生
柔

道
優
勝
大
会
で
４
位
、
北
海

道
地
区
大
学
体
育
大
会
で
２

年
連
続
準
優
勝
と
健
闘
し
た

柔
道
部
が
優
秀
団
体
賞
を
受

賞
。
個
人
で
は
柔
道
部
で
活

躍
し
た
中
田
賢
人
さ
ん
が
優

秀
選
手
賞
に
選
ば
れ
た
。

※
受
賞
団
体
、
個
人
は
別

表
参
照
。

山
本

補
將
（
や
ま
も
と

・
す
け
ま
さ
）
商
経
社
会
総

合
学
科
教
授
∥
在
職
２１
年
。

専
修
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
経
済
学
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
。
８９
年
本
学
助
教

授
、
９６
年
教
授
。
経
済
科
長

な
ど
を
歴
任
。
担
当
は
経
済

政
策
、
社
会
保
障
論
、
労
働

経
済
論
な
ど
。

▲ 定年退職を迎えた新家教授には花束が贈られた

▲ 式終了後、学位記を手に笑顔で記念撮影

依

願

退

職

１２１人に学位記

若
い
感
性
で
社
会
貢
献
を

▲ 式典を前にリラックスした

表情を見せる卒業生たち

▲ 学位記を授与されるみどりの総合科学科総代の嶋さん

▲ 学長賞の表彰を受ける受賞者たち

０９
年
度
体
育
系

ク
ラ
ブ

表

彰

３
団
体
・
１５
個
人
に

▲ 式辞を述べ

る寺本学長

千知岩拓馬さん

▲ 優秀団体賞の柔道部（前列左端が優秀選手

賞の中田さん。前列中央が工藤正義監督）

新田 光さん

▲ お礼の言葉を述べる柴田さん

中西勇人さん

高下泰昌さん

土屋宗輝さん

古澤 祥さん
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